
□直前にしたことや話したことを
忘れてしまうようになった

□置き忘れやしまい忘れが増えて
いつも探し物をしている

□知っているはずの人やものの
 名前が出てこなくなった

□つじつまの合わない作り話を
するようになった

□以前にくらべ、些細なことで
怒りっぽくなった

□おしゃれや清潔感など身だしなみに
 気をつかわなくなった

□今まで好きだった趣味などへの
   関心がなくなった

□外出したり、人と会ったりするのを
   おっくうがり、嫌がるようになった

□日付や時間を間違えたり、慣れた道で
   迷ったりするようになった

□財布が見当たらないときなど、
   盗まれたと人を疑うようになった

複数の項目が当てはまる場合は、地域包括支援センター、
かかりつけ医等に相談してみましょう

～はやめに気付き、適切な対処をすることで
その人らしい暮らしを続けることができます～

これまでの認知症観 新しい認知症観

認知症の人に
対するイメージ

・何もわからなくなる

・おかしな言動をする

・自分の意見を言えない

・分かることやできることが沢山ある

・自分の意見を言える

・自分の得意なことを活かし、
人の役に立てる

認知症になったら ・恥ずかしい

・地域で暮らせない

・偏見や誤解がないことから、認知症
であることを相談しやすい

・地域の一員として暮らしていける

～知ってますか？新しい認知症観～

チームオレンジしゃきょうでは…
新しい認知症観がより広く浸透することで、認知症があってもなくても、お互いの個性と能力

を十分に発揮でき「認知症になっても安心していきいき暮せる町」になることを地
域の皆さんとともに目指します。

活動内容
物忘れや日頃の介護相談に限らず、健康づくりやおしゃべりの場、研修会などを随時開催して

います。みんなで考え、作り上げていきましょう♪
また、越前市社会福祉協議会HPでは、家族介護者体験談をまとめて掲載しています。

ぜひ、ご覧ください♪

チームメンバーは、認知症サポーターや専門職だけではなく、認知症当事者の方やそのご家
族のほか、地域にお住いの方どなたでもチームの一員になることができます。
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